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阿賀野川改修事業 

管理延長 ３９．２㎞ 

阿賀野川 34.6 ㎞ 

早出川   4.6 ㎞ 

1 河川の概要 

1）流域の概要  
 

○水      源：阿賀野川（荒海山 標高 1,580m） 

○流 域 面 積：7,710 ㎞ 2（新潟県 1,660 ㎞ 2 福島県 6,050 ㎞ 2） 

○幹川流路延長：210 ㎞（新潟県 87 ㎞） 

○大臣管理区間：39.2 ㎞（阿賀野川 34.6 ㎞、早出川 4.6 ㎞） 

○流域内市町村：8 市町（新潟県） 

新潟市、五泉市、新発田市、阿賀野市、魚沼市、加茂市、阿賀町、聖籠町 

○流域市町人口：新潟市 81.4 万人 五泉市 5.7 万人 新発田市 10.5 万人 

            阿賀野市 4.7 万人 魚沼市 4.4 万人 加茂市 3.1 万人  

            阿賀町 1.5 万人 聖籠町 1.3 万人 

○年平均降水量：1,776 ㎜（新潟 理科年表 H21 年版） 
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阿賀野川河口部（河口部） 阿賀野川中流部（13 ㎞付近） 早出川合流点付近（21 ㎞付近）

早出川捷水路 阿賀野川上流部（25 ㎞付近） 阿賀野川上流部（29 ㎞付近） 
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2）主要な災害  
古くからの洪水記録をみると、1536 年（天文 5 年）から 1912 年（明治 45 年）までの

370 年間に大きい被害を出した洪水はおよそ 60 回を数え、6 年に 1 回は大きい水害

に遭っていた。戦後の主な洪水としては昭和 31 年 7 月、昭和 33 年 9 月、昭和 53 年

6 月、昭和 56 年 6 月、昭和 57 年 9 月など頻繁に大きな洪水が発生し、流域内は甚

大な被害に見舞われた。 近では、平成 10 年８月、平成 14 年７月、平成 16 年７月

に大きな洪水が発生し、内水被害や中小河川の氾濫、老朽化した河川工作物の被

害などが多く発生した。 

  主要洪水一覧表 

発生年月日 
洪水流量 

（馬下地点） 
被害の状況（浸水面積、浸水戸数等） 

Ｔ２.８.２７ 

（台風） 
－ 

大洪水(木津切れ) 

(木津:約 200m 破堤､流失家屋 1 戸､浸水家屋 1,440 戸) 

(論瀬:約 300m 破堤､流失家屋 2 戸､浸水家屋 340 戸) 

(京ヶ瀬:約 80m 破堤) 

Ｓ３１.７.１７ 

（梅雨前線） 
７,８２０m3/s 

阿賀野川全流域で 140mm(2 日雨量)をこえる記録的な

大雨をもたらした｡ 

床上浸水 2,589 戸､床下浸水 8,527 戸､全壊流出 120

戸､半壊流出 104 戸､農地浸水 10,203ha 

Ｓ３３.９.１８ 

（台風２１号） 
８,９３０m3/s 

阿賀野川上流域を中心に強い雨が降り続き､負傷者 2

名､床上浸水 1,231 戸､床下浸水 1,128 戸､全壊流出

110 戸､半壊流出 160 戸､農地浸水 1,870ha におよんだ

戦後 大洪水 

Ｓ３３.９.２７ 

（台風２２号） 
６,８５０m3/s 

9 月 18 日洪水の台風 21 に続き発生した 22 号（狩野川

台風）により、阿賀野川全流域は豪雨となった。流域内

の被 害 は、家 屋 の全 半 壊 流 出 226 戸 ､家 屋 の浸 水

1869 戸におよんだ。 

Ｓ５３.６.２７ 

（梅雨前線） 
７,８７０m3/s 

阿賀野川流域全域にあたり記録的な降雨となり､特に

阿賀野下流域の低平地を中心に甚大な被害をもたらし

た｡床上浸水 2,176 戸､床下浸水 5,572 戸､全壊流出 4

戸､農地浸水 11,027ha におよび甚大な被害となった｡ 

Ｓ５６.６.２２ 

（梅雨前線） 
７,３７０m3/s 

停滞した温暖前線が新潟県を中心に集中的な大雨を

もたらした｡床上浸水 194 戸､床下浸水 1,138 戸､農地浸

水 2,791ha 

Ｓ５７.９.１２ 

（台風１８号） 
６,３６０m3/s 

阿賀野川上流域に被害が集中｡ 

家屋全半壊流失 1 戸､家屋の浸水 306 戸､農地宅地の

浸水 490ha 

Ｈ１０.８.４ 

（梅雨前線） 
４,２１０m3/s 

新潟市では、時間雨量 97mm を記録（観測史上 大）

新潟市中心部の内水被害や中小河川の氾濫など甚大

な被害をもたらした。 

Ｈ１４.７.１１ 

（台風６号） 
５,７２０m3/s 

破堤や浸水などの被害はなかったものの、床固や護岸

等の河川工作物に大きな被害が発生。 

Ｈ１６.７.１３ 

（梅雨前線） 
７，８９０m3/s 

破堤や浸水などの被害はなかったものの、床固や根固

ブロックの一部流出、堤防法面崩れ等の被害が発生。 



4 

昭和３３年９月１８日出水（馬下地点 8,930m3/s） 

松浜橋の流出（現：新潟市北区・東区）

木津の破堤箇所を復旧する様子 

（現：新潟市江南区） 

木津切れにより冠水した横越町内（現：新潟市江南区）

阿賀野川 

昭和５３年６月２７日出水（馬下地点 7,870m3/s） 

新井郷川 

阿賀野川 

ＪＲ羽越本線鉄橋の状況 

内水氾濫が生じた豊栄市街（現：新潟市北区） 

大正２年８月２７日出水 
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平成１６年７月１３日出水（馬下地点 7,890m3/s） 

新津市（現：新潟市秋葉区） 

新郷屋付近 

阿賀野市嘉瀬島付近 

ＪＲ羽越本線鉄橋の状況 

ＪＲ羽越本線鉄橋 

阿賀浦橋 
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昭和 39 年 6 月 16 日 新潟地震 

・震源地 新潟県北部西方粟島付近 

・マグニチュード 7.7 

・ 最大震度 5（新潟市・旧相川町・酒田市） 

 

 

津波の襲来              堤防被害状況 

（左岸 1.0km,新潟市東区下山） 

 

 

特殊堤被害状況 

（右岸 0.0km,新潟市北区松浜） 

 

阿賀野川津波 

倒 壊 に よ る

ズレ 
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2 前回評価時以降の経緯 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿賀野川水系河川改修事業 

＜前回評価＞ 

Ｈ１６．８．２６ 平成１６年度第１回事業評価監視委員会 

・河川事業の再評価〔阿賀野川直轄河川改修〕 

＜今回評価＞ 

Ｈ２１．１１．２７ 平成２１年度第３回事業評価監視委員会 

・ 河川事業の再評価〔阿賀野川直轄河川改修〕 

Ｈ１９．１１．２２ 阿賀野川水系河川整備基本方針 策定 

阿賀野川水系河川整備計画原案 提示 

河川法第１６条の２に基づき整備計画を策定 

事業評価監視委員会で報告 
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新潟市江南区焼山付近における旧河道の変遷 

第一期改修工事による河道改修と沢海床固め

3 既往の河川改修事業概要 

1）第一期改修工事（大正４年～昭和８年）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第一期改修計画概要図 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

明治時代の部分的な補強工事を経て、大正 2 年 8 月の大洪水・木津切れを機に

大正 4 年に直轄事業として第 1 期改修工事に着手した。この改修工事では、馬下の

計画高水流量 6,950m3/s とする改修計画に基づき、馬下から河口までの区間につい

て、河道の整正と堤防を主体とする高水工事を施工した。第一期改修工事は昭和 8

年に竣工し、この工事によりほぼ現在の河道が形作られた。 

また、川が大きく蛇行していた区間を直線的に結ぶ捷水路が施工された。河道が

短くなったことで、川の勾配が急となり流れが速くなるため、河床が削られやすくなる

ことから、昭和 4 年から 6 年にかけて沢海床固（現在の第一床固）を施工した。 
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2）第二期改修工事（昭和２２年～昭和４０年）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一期改修工事終了後、低水路の蛇行や河床低下が舟運、かんがいに支障を及

ぼすなど荒廃が進み、昭和 21 年洪水では右岸安田町小浮地先において堤防が

1,100m にわたり決壊したため、これを契機として昭和 22 年度直轄事業として第二期

改修工事として再び改修工事に着手した。 

また、歳月が経つにつれて沢海床固付近における河床の低下が顕著となり、渇水

時の船の航行不能、用水の取水が困難となったため、新たな床固の必要性が生ま

れ、第二期改修工事の昭和 25 年度から 27 年度にかけて沢海第二床固を施工した。

 

沢海第二床固

沢海第一床固

現在の沢海第一床固，第二床固

第二期改修工事の様子

阿 賀 野

川
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旧河道で H16 年 7 月 13 日規模の洪水が発生し破堤した場合の氾濫シミュレーション結果

 

過去の洪水被害 （旧河道での三本木橋） 

昭和 42 年 8 月洪水 昭和 44 年 8 月洪水 

捷水路・ダムの 

効果により 

 

被 害 な し 

被害は 

五泉市街地 

旧河道 

捷水路

旧河道（昭和５５年） 捷水路（平成８年） 

捷 水 路 は 市 民 の 憩

い の 場 と し て 利 用 さ

れている 

破堤点 

阿賀野川 

早出川 

旧河道 
五泉市 

新津市 

早出川捷水路 

はん濫域 

3）早出川捷水路事業（平成１１年度完成）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 早出川は、五泉市街地付近で大きく蛇行し川幅が狭くなっていたことから、昭和 33

年、41 年、42 年、44 年と相次ぐ出水により住民は大きな被害を受けた。このため平

成元年より捷水路事業に着手し、平成 12 年 3 月に完成した。 

 平成 16 年 7 月 13 日には、日雨量 267mm(長峰観測所)を記録する豪雨があったに

もかかわらず早出川流域の浸水被害は発生しなかった。 

浸水面積 約 2,000ha 

浸水家屋 約 4,500 戸 

被 害 額 約 1,400 億円 
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4）胡桃山排水機場（平成８年度完成）  
 

 昭和 53 年の内水被害を契機に、直轄河川激甚災害特別緊急事業として整備が

行われ、平成 8 年度に総排出量 50m3/s の胡桃山排水機場が完成した。以後、平成

10 年、平成 14 年の出水では、新井郷川流域の治水に大きな効果を発揮し被害を軽

減しました。 

過去の水害による浸水状況 （新潟市北区）

胡桃山樋門 

←新井郷川 

昭和 41 年 7 月洪水 

阿賀野川→ 

胡桃山排水機場着手前

（昭和 53 年洪水時） 

胡桃山導水路 

胡桃山樋門 

胡桃山排水機場なし 

Ｈ１０.８.４洪水 胡桃山排水機場の効果 

胡桃山排水機場完成 

2197
1777

0

1000

2000

3000

農地被害面積（ha）

145

56

0

50

100

150

床上浸水面積（ha）

※農地被害は 30 ㎝以上の湛水が 24 時間以上経過したものを対象 

６６００％％減減 少少 ２２００％％減減 少少

胡桃山排水機場なし 

P 

胡桃山排水機

排 水 機 場  

排 水 機 場  
排 水 機 場  排 水 機 場  
あり 

なし 

なし 
あり 

無 湛 水  
床 上 浸 水

農 地 被 害  

河 道  

凡  例  

床 下 浸 水

胡桃山排水機場(50m3/s)あり

P

胡桃山排水機

無 湛 水  
床 上 浸 水

農 地 被 害  

河 道

凡  例  

床 下 浸 水



12 

5）水衝部対策  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横越地区の水衝部では、堤脚付近に深い局所洗掘が発生しており、堤防及び護

岸が危険な状態であることから、平成７年度から事業に着手し、水制工、高水敷の造

成、深掘れ箇所の埋め戻し、対岸高水敷の掘削を行った。 

灰塚地区の水衝部では、堤脚付近に深い局所洗掘が発生しており、堤防及び護

岸が危険な状態であることから、平成１５年度から事業に着手し、水制工、深掘れ箇

所の埋戻しを行った。 

対策工横断図 

新潟市 江南区 

施工済 

対策区間 

横越地区進捗状況 

低水護岸工 

施工前 

横越地区水制工 

施工後（平成 16 年 3 月）
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A 

阿賀野川  

信
濃
川

小阿賀野川  

（東区）

阿賀野市 

（北区） 

（江南区）

新潟市

（秋葉区） 

五泉市

（中央区） 

早出川  

灰塚水衝部 

横越水衝部

中新田水衝部 

旧河道 

阿賀野川河道の変遷 

（1700年代～現在） 

Ａ－Ａ’

江南区 

横越出張所

 
江南区役所 

堤防未完成 

大臣管理区間

凡 例 

A’ 
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水衝部対策（中新田地区）

 
浸透対策（大迎地区：着手）

水衝部対策（灰塚地区：概成） 

水衝部対策（横越地区：概成）

大規模地震（Ｌ２）対策 

大規模地震（Ｌ２）対策 

 

 

 

浸透対策（大渕地区：着手）

浸透対策（中新田地区：着手）
浸透対策（論瀬地区：着手） 

：築堤

浸透対策（馬下地区）

4 今後の河川改修事業 

河川整備計画（原案）にかかる事業内容 

○河道の断面積の確保（未完成堤防、河道掘削） 

阿賀野川は、沢海床固（17k 付近）から上流で流下能力が不足しているため、堤

防の新築、嵩上げ、拡幅、河道の掘削並びに床固めの改築を行い、河道の断面

積を確保する。 

○水衝部対策 

阿賀野川は蛇行が著しく、洗掘によりひとたび堤防が決壊すれば新潟市をはじ

め甚大な被害が想定される。このため水衝部の水制工等を促進し、洪水の安全な

流下を図る。 

○堤防の質的整備（浸透対策、地震対策） 

阿賀野川では旧河道に築堤されている箇所もあり、洪水時における堤防への浸

透や基盤漏水により破堤する危険がある。また、河口部の堤防下には地震により

液状化する地層が存在している箇所もあり、大規模地震が発生した場合に地盤の

液状化により堤防が破壊され、津波等により浸水被害が生じる。これらを解消する

ため、堤防の質的整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の改修方針 

 １．上下流、左右岸のバランスを確保しつつ、優先的に上流部（早出川合流点よ

り上流）の弱小堤対策を実施 

  ・流下能力及び氾濫時浸水範囲等を考慮し順次実施 

２．下流から順次河道掘削及び弱小堤対策（沢海床固付近より上流）を実施  

   ・渡場床固も河道掘削に併せて対策 

  ※水衝部対策及び堤防の質的整備は、モニタリングや調査検討を行い必要に応じ

て整備を進める。（なお、堤防点検等により著しく安全性が低いと認められた箇

所や築堤と合わせて整備した方が効率的な場合は優先的に整備する） 

阿賀野川

早出川 
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水 衝 部 

堤防断面不足 

（弱小堤） 

無 堤 部 

平成 14 年７月洪水 

横越地区 

堤防断面不足 

浸透による法崩れ 

中新田地区 

法崩れ発生 

阿賀野川 

渡場床固 

堤防浸透対策の施工事例 

（荒川での施工中状況） 
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5 事業の投資効果 

1）費用対効果  

河川整備計画（原案）にかかる整備 

総費用（Ｃ）＝239 億円  総便益（Ｂ）＝1,884 億円  Ｂ／Ｃ＝７．９ 

 

治水経済調査の基本的な考え方 

堤防等の治水施設の整備によってもたらされる経済的な便益や費用対

効果を計測することを目的として実施。 

治水施設の整備による便益 

・ 水害により生じる人命被害と直接的または間接的な資産被害を軽減する

ことによって生じる可処分所得の増加（便益） 

・ 水害が減少することによる土地の生産性向上に伴う便益 

・ 治水安全度向上に伴う精神的な安心感 

※上記のうち、便益として換算できるもののみ考慮 

治水施設の整備費用 

・ 今後投資する費用 

・ 完成後、維持管理に要する費用（評価期間 50 年と想定） 

治水経済調査を行うにあたっての想定 

①被害防止便益算定の際の想定 

・ 氾濫区域内の資産 

・ 水害から通常の社会経済活動に戻るための時間 

・ 破堤地点、洪水規模 

・ 被害防止便益の算定に用いる資産等の基礎数量や被害率等 

②治水施設の費用算定の際の想定 

・ 整備に要する期間、投資計画 
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○治水事業の主な効果 

分類 効果（被害）の内容 

家  屋 浸水による家屋等の被害 

家庭用品 
家財・自動車の浸水被害、ただし、美術品

や貴金属等は算定していない 

事業所償却資産 
事業所固定資産のうち、土地・建物を除い

た償却資産の浸水被害 

事業所在庫資産 事業所在庫品の浸水被害 

農漁家償却資産 

農漁業生産に係わる農漁家の固定資産

のうち、土地・建物を除いた償却資産の浸

水被害 

一般資産被害 

農漁家在庫資産 農漁家の在庫品の浸水被害 

農産物被害 浸水による農作物の被害 

資産被害抑

止効果 

公共土木施設等被害

道路、橋梁、下水道、都市施

設、電力、ガス、水道、鉄道、

電話、農地、農業用施設等 

公共土木施設、公益事業施設、農地、水

路等の農業用施設等の浸水被害 

直

 

接

 

被

 

害 

人身被害抑止効果 人命損傷 

家計 
浸水した世帯の平時の家事労働、余暇活

動等が阻害される被害 

事業所 
浸水した事業所の生産の停止・停滞（生産

高の減少） 

稼働被害抑止

効果 
営業停止被害 

公共・公益サービス 公共・公益サービスの停止・停滞 

家計 
浸水世帯の清掃等の事後活動、飲料水等

の代替品購入に伴う新たな出費等の被害

事業所 家計と同様の被害 応急対策費用 

国・地方公共団体 
家計と同様の被害および市町村等が交付

する緊急的な融資の利子や見舞金等 

交通途絶による被害 道路、鉄道、空港、港湾等 
道路や鉄道等の交通途絶に伴う周辺地域

を含めた波及被害 

ライフライン切断による波及

被害 
電力、水道、ガス、通信等 

電力、ガス、水道等の供給停止に伴う周

辺地域を含めた波及被害 

事後的被害抑

止効果 

営業停止波及被害 

中間産品の不足による周辺事業所の生産

量の減少や病院等の公共・公益サービス

の停止等による周辺地域を含めた波及被

害 

資産被害に伴うもの 資産の被害による精神的打撃 

稼働被害に伴うもの 稼働被害に伴う精神的打撃 

人身被害に伴うもの 人身被害に伴う精神的打撃 

事後的被害に伴うもの 清掃労働等による精神的打撃 

被

 

 

害

 

 

防

 

 

止

 

 

便

 

 

益 

 

間 

 

接 

 

被 

 

害 

精神的被害抑

止効果 

波及被害に伴うもの 波及被害に伴う精神的打撃 

高度化便益 治水安全度の向上による地価の上昇等 

                                       ：便益算定に計上している項目 
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総事業費の算出 

維持管理費の算出 

総費用（Ｃ）の算出 

氾濫シミュレーション 

想定被害額の算出 

年平均被害軽減期待額 

総便益（Ｂ）の算出 

残存価値の算出 

 

費用対効果（Ｂ／Ｃ）の算出の流れ 

                          

総便益（Ｂ）                  総費用（Ｃ） 

   

                   

         

                  

        

                 

         

    

 

 

 

 
費用対効果(Ｂ/Ｃ)の算出
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氾濫シミュレーション 

年平均被害軽減期待額 

想定被害額の算出 

総便益（Ｂ）の算出 

計画規模の洪水を含め、発生確率が異なる数

洪水を選定し氾濫シミュレーションを実施し、想

定 氾 濫 区 域 を 求 め る 。 （ 阿 賀 野 川 は 、  

1/5,1/10,1/30,1/50,1/100,1/150）の発 生 確 率

で実施） 

氾 濫 シミュレーション結 果 に基 づき、確 率 規 模

別の想定被害額を算出する。 

直接被害 

・一般資産被害（家屋、家庭用品、事業所等） 

・農作物被害 

・公共土木施設被害 

間接被害 

・営業停止被害 

・家庭における応急対策費用 

・事業所における応急対策費用 

●事業を実施しない場合と実施した場合の被害

額の差分を被害軽減額とする。 

●確 率 規 模 別 の被 害 軽 減 額 にその洪 水 の生

起確率を乗じて、計画対象規模(1/150)まで

累計することにより、「年平均被 害軽減期 待

額」を算出する。 

堤防及び護岸等構造物、用地の残存価値をそ

れぞれ求 める。（構 造 物 以 外 の堤 防 及 び低 水

路 と護 岸 等 の構 造 物 、用 地 についてそれぞれ

残存価値を求める。） 

残存価値 

事業期間＋事業完了後５０年間を評価対象期

間 と して 年 被 害 軽 減 期 待 額 の 総 額 を 総 便 益

（Ｂ）とする。 

 なお、便益は年４％の割引率で割り引いて 現

在価値に評価する。 

総便益(B)＝１,８８４億円 

・一般資産          ６７８億円 

・農作物被害          １９億円 

・公共土木被害     １，１４９億円 

・間接被害           ３７億円 

・残存価値            １億円 

総便益（Ｂ）の算出 
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総費用（Ｃ）の算出 

総事業費の算出 

維持管理費の算出 

総費用（Ｃ）の算出 

事業着手時点から治水施設完成までの総

事業費を求める。 

総事業費＝１２５億円 

治水施設完成後、評価期間（５０年間）の維

持管理費を求める。（堤防の除草等の維持

管理費、ポンプの運転経費や定期点検費用

等） 

維持管理費＝５３７億円 

※総費用については、年４％の割引率で

割り引いて現在価値化する。 

総費用（Ｃ）＝ 

総事業費＋維持管理費 を現在価値化 

＝７９＋１６０＝２３９億円 



21 

阿賀野川（確率１／１５０、Ｈ２１年の整備計画着手時点の整備状況の場合） 

浸水区域 

浸水区域 

浸水軽減区域 

百万円
一般資産 778,707
農作物 5,664
公共土木被害 1,319,133
その他 73,038
合計 2,176,542

被害額

百万円
一般資産 750,874
農作物 5,139
公共土木被害 1,271,983
その他 71,809
合計 2,099,804

百万円
一般資産 27,833
農作物 525
公共土木被害 47,150
その他 1,229
合計 76,737

【被害軽減額】

2）氾濫シミュレーション結果  
 

 

 

 

 

 

 

 

阿賀野川（確率１／１５０、河川整備計画（原案）にかかる事業実施後の整備状況の場合） 
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3）その他の効果  
（便益上は見込んでいないが、事業効果が考えられる項目） 
 

① 地域経済を支える重要交通網に対する被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 山形 

至 福島 

至 富山 

４９ 

７ 

磐越自動車道

JR 信越本線 

JR 磐越西線

日 本 海 

阿賀野川 

氾濫域の主な重要交通網 

・JR 信越本線 

・JR 白新線 

・JR 羽越本線 

・JR 磐越西線 

・国道 7 号 

・国道 49 号 

・日本海東北自動車道 

・磐越自動車道 

洪水被害による経済活動 

への影響は多大！ 

国道 49 号 

国道７号 

JR 白新線

日本海東北自動車道

JR 羽越本線

信越本線 
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② 観光被害 
洪水被害による風評被害や交通途絶による観光客の一時的な減少による観光地の経済被害

も考えられる。 

 
市町村名 観光地点名 観光目的 

新潟市中央区 

新潟県立スポーツ公園 

・東北電力ビッグスワンスタジアム 

・HARD OFF ECO スタジアム新潟

レクリエーション 

スポーツ観戦 

新潟市中央区 JR 新潟駅 産業観光 

新潟市北区 JRA 新潟競馬場 レクリエーション 

新潟市北区 水の駅ビュー福島潟 自然鑑賞 

新潟市江南区 北方文化博物館 地域文化観光 

新潟市秋葉区 新津鉄道資料館 産業観光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北方文化博物館 

新津鉄道資料館 

日 本 海 

阿賀野川 

JRA 新潟競馬場 

HARD OFF ECO スタジアム新潟 

東北電力ビッグスワンスタジアム 

水の駅ビュー福島潟 

JR 新潟駅 

東北電力ビッグスワンスタジアム 
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4）コスト縮減の取り組み  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 低水護岸の施工にあたり、従来のコンクリートブロックではなく「かごマット」を採用し

コスト縮減を図るとともに、できるだけ天然素材（石材、木材等）を使用することで生態

系に優しい川づくりを実施している（コスト縮減率１２％）。 

また、河道掘削により発生した土砂等については、堤防の補強に利用するなど有効

活用を図り、コスト縮減に取り組んでいる。 

この他に伐採した樹木の地域住民への無償提供等、コスト縮減に取り組んでいる

（コスト縮減率４０％）。 

伐採木の無償提供状況 

かごマット施工状況 
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平成 17 年に合併し人口約 80

万の新潟市誕生。平成 19 年

には本州日本海側で 初の

政令指定都市となる。 

福島潟

新潟空港 

平成 18 年 1 月に村松町との

合併により人口 58,000 人の

五泉市が誕生。 

平成 16 年 4 月に４町村の合併により

人口 48,000 人の阿賀野市が誕生。 

新潟市 

想定氾濫区域に関係する市町の

人口・世帯数の推移 

人口(人)

世帯数（世帯）

748,500

253,600

749,300

267,700

H12 H17 

6 事業を巡る社会情勢等 

1）地域の開発状況  
阿賀野川流域には、国際空港・港湾や新幹線・高速道路など広域交通体系の結

節点としての拠点性、地域的優位性をあわせ持ち、また日本海側 大の人口を擁す

る政令指定都市新潟市や阿賀野市、五泉市などを有する。 

また、阿賀野川流域全体が新潟米や果物、魚介類などの農産物、水産品の生産

が盛んであり、これを利用した日本酒や米菓といった加工食品の生産も盛んである。

 

新潟市は２００２サッカーワールドカップ開催に合わせて社会資本の大幅な整備を

進めてきたところであり、２００５年の市町村合併により本州日本海側で 初の政令

指定都市となり今後一層の発展が期待できる地域である。 
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きょうがせ防災ステーション きょうがせ防災ステーションと桜づつみ 

河川防災ステーション 
洪水時イメージ図 

2）地域の協力体制  

 

3）関連事業との整合  

きょうがせ防災ステーション： 

 きょうがせ防災ステーションは、阿賀野市下里において、洪水時には、水防及び緊

急復旧の活動基地・ヘリポート等として利用される。また、災害時における備蓄スペ

ースとしても活用される。平水時には、防災ステーションの上流側に位置する桜づつ

みとともに、阿賀野川の親水空間として地域の人々の憩いの場となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域沿川自治体等で構成する組織によって、地域を洪水被害から守るため、治水事

業の推進に関する積極的な活動を行っている。 

・阿賀野川治水協会（S24.4～） 

阿賀野市（旧：安田町、京ヶ瀬村、水原町、笹神村）、五泉市、新潟市

（旧：新潟市、新津市、豊栄市、横越町、亀田町）、及び新津郷土地

改良区、亀田郷土地改良区、阿賀野川土地改良区、早出川土地改

良区 
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松浜水辺の楽校： 

 新潟市北区松浜地先では、子どもたちの水辺での遊び場や、野生の生き物たちと

のふれあいの場として「水辺の楽校」が整備されおり、地域の皆さんが一体となって

子どもたちの活動を支えていく「松浜水辺の楽校応援団」が結成されている。 

 

ハザードマップ整備状況： 

 水防法に基づき、阿賀野川流域自治体に、阿賀野川浸水想定区域図の情報を提

供している。また、自治体首長は、その浸水想定区域図により洪水時に洪水予報の

伝達や避難場所等について市民に周知する「ハザードマップ」を整備している。 

 

     ハザードマップ作成状況 

河川名 市町村名 作成時期 

新潟市 

Ｈ14 年 3 月公表済み（旧亀田町） 

Ｈ14 年 3 月公表済み（旧横越町） 

Ｈ16 年 7 月公表済み（旧新津市） 

Ｈ18 年 9 月公表済み（旧新潟市） 

Ｈ18 年 9 月公表済み（旧小須戸町） 

阿賀野市 

Ｈ13 年 5 月公表済み（旧京ヶ瀬村） 

Ｈ15 年 3 月公表済み（旧安田町） 

Ｈ19 年 6 月公表済み(阿賀野市) 

阿賀野川 

五泉市 H19 年 4 月公表済み 

 

松浜水辺の楽校 水生生物調査状況 
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7 対応方針（原案） 

  ①事業の必要性等に関する視点：継続が妥当と判断できる 

・阿賀野川は低平な地形条件と氾濫域の資産の増大から氾濫時の被害が甚大

になることが想定されることから、今後とも洪水に対する安全度の向上を図るた

め、築堤、河道掘削、水衝部対策などの整備を進める必要がある。 

・事業の実施にあたっては、想定される氾濫形態や背後地の資産・土地利用を

総合的に勘案して、地域と連携した整備を推進する。 

・また、災害時における自治体や地域の避難誘導体制の整備、ハザードマップの

見直しや住民への普及促進を支援するとともに、環境学習の場、地域の連携

拠点の整備を行っていく。 

・阿賀野川水系河川整備計画（原案）にかかる整備を行った場合の費用対効果

は７．９である。 

 

 

  ②事業の進捗の見込みの視点：継続が妥当と判断できる 

・阿賀野川の完成堤防の整備率は８１％であるものの、これまで危険な箇所から

順次整備進捗を図ってきた。近年は緩流河川の特徴である蛇行特性により湾曲の

著しい箇所での深掘れ対策として水衝部対策を重点的に実施してきた。治水事業

の推進に対する地元からの強い要望もあり、今後も引き続き、流下能力の向上と

堤防の質的整備を計画的に推進し、進捗を図ることとしている。 

 

 

  ③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点：①、②の視点で見直しを図る必要がない

と判断できる 
 

・①、②の各視点で継続が妥当と判断できるが、事業実施にあたっては、新技術、

建設副産物や間伐材の利用等により一層の建設コスト縮減に努める。 

 

 

  対応方針（原案） ： 事業継続 

（理由） 

  阿賀野川の想定氾濫区域内の人口は約５２万人におよび、氾濫区域内には新

潟市、五泉市、阿賀野市の中心市街地が含まれ、これら人命、財産を洪水被害か

ら防御する阿賀野川河川改修事業は県都および周辺地域の発展の基盤となる根

幹的社会資本整備事業である。安全・安心な川づくりについて、地域から早期完

成が求められており、また事業実施にあたっては地域の関連事業との整合を図り

ながら実施している。 

 従って、本事業は継続が妥当である。 
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様式-5 費用対便益      

水系名：阿賀野川 河川名：阿賀野川 

 

 

 

単位：百万円

便益 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値 費用 現在価値

H21 0 0 0 0 0 0 0 0 0
H22 1 0 0 220 212 671 645 891 857
H23 2 471 436 220 203 671 620 891 824
H24 3 942 838 220 196 671 597 891 792
H25 4 1,413 1,208 220 188 671 574 891 762
H26 5 1,885 1,549 221 182 671 552 892 733
H27 6 2,356 1,862 220 174 671 530 891 704
H28 7 2,827 2,148 219 167 671 510 890 677
H29 8 3,298 2,410 1,686 1,232 671 490 2,357 1,723
H30 9 3,769 2,648 1,687 1,185 671 471 2,358 1,656
H31 10 4,240 2,864 1,687 1,140 671 453 2,358 1,593
H32 11 4,711 3,060 1,687 1,096 671 436 2,358 1,532
H33 12 5,182 3,237 220 137 671 419 891 557
H34 13 5,654 3,395 220 132 671 403 891 535
H35 14 6,125 3,537 220 127 671 387 891 515
H36 15 6,596 3,662 220 122 671 373 891 495
H37 16 7,067 3,773 220 118 671 358 891 476
H38 17 7,538 3,870 220 113 671 344 891 457
H39 18 8,009 3,954 220 109 671 331 891 440
H40 19 8,480 4,025 224 107 671 318 895 425
H41 20 8,951 4,085 224 102 671 306 895 408
H42 21 9,423 4,135 224 98 671 294 895 393
H43 22 9,894 4,175 224 94 671 283 895 378
H44 23 10,365 4,205 223 91 671 272 894 363
H45 24 10,836 4,227 224 87 671 262 895 349
H46 25 11,307 4,241 222 83 671 252 893 335
H47 26 11,778 4,248 221 80 671 242 892 322
H48 27 12,249 4,248 220 76 671 233 891 309
H49 28 12,720 4,242 220 73 671 224 891 297
H50 29 13,192 4,230 220 71 671 215 891 286
H51 30 13,663 4,212 220 68 671 207 891 275
H52 31 14,134 4,190 671 199 671 199
H53 32 14,134 4,029 671 191 671 191
H54 33 14,134 3,874 671 184 671 184
H55 34 14,134 3,725 671 177 671 177
H56 35 14,134 3,582 671 170 671 170
H57 36 14,134 3,444 671 164 671 164
H58 37 14,134 3,311 671 157 671 157
H59 38 14,134 3,184 671 151 671 151
H60 39 14,134 3,062 671 145 671 145
H61 40 14,134 2,944 671 140 671 140
H62 41 14,134 2,831 671 134 671 134
H63 42 14,134 2,722 671 129 671 129
H64 43 14,134 2,617 671 124 671 124
H65 44 14,134 2,516 671 119 671 119
H66 45 14,134 2,420 671 115 671 115
H67 46 14,134 2,327 671 110 671 110
H68 47 14,134 2,237 671 106 671 106
H69 48 14,134 2,151 671 102 671 102
H70 49 14,134 2,068 671 98 671 98
H71 50 14,134 1,989 671 94 671 94
H72 51 14,134 1,912 671 91 671 91
H73 52 14,134 1,839 671 87 671 87
H74 53 14,134 1,768 671 84 671 84
H75 54 14,134 1,700 671 81 671 81
H76 55 14,134 1,635 671 78 671 78
H77 56 14,134 1,572 671 75 671 75
H78 57 14,134 1,511 671 72 671 72
H79 58 14,134 1,453 671 69 671 69
H80 59 14,134 1,397 671 66 671 66
H81 60 14,134 1,344 671 64 671 64
H82 61 14,134 1,292 671 61 671 61
H83 62 14,134 1,242 671 59 671 59
H84 63 14,134 1,194 671 57 671 57
H85 64 14,134 1,148 671 55 671 55
H86 65 14,134 1,104 671 52 671 52
H87 66 14,134 1,062 671 50 671 50
H88 67 14,134 1,021 671 48 671 48
H89 68 14,134 982 671 47 671 47
H90 69 14,134 944 671 45 671 45
H91 70 14,134 908 671 43 671 43
H92 71 14,134 873 671 41 671 41
H93 72 14,134 839 671 40 671 40
H94 73 14,134 807 671 38 671 38
H95 74 14,134 776 671 37 671 37
H96 75 14,134 746 671 35 671 35
H97 76 14,134 717 671 34 671 34
H98 77 14,134 690 671 33 671 33
H99 78 14,134 663 671 31 671 31
H100 79 14,134 638 671 30 671 30
H101 80 14,134 613 671 29 671 29

188,338 77 B= 188,416 12,495 7,863 53,680 16,047 66,175 C= 23,910 B/C= 7.9 B-C= 164,505

費用便益比
B/C

費用

建設費(③） 維持管理費(④） ③＋④ 純現在価値
B-C

ｔ年次

合計

便益

①価値
②残存価値 計①＋②




